






研究目的 

 ハイリスク母児管理のうち,現在もっとも困難をきわめているのは,胎児管理であって,

母体管理の方は現段階で一応完成された状態と考えてよいであろう。 

 最近の周産期医学の進歩にともない,胎児管理システムのあり方について,本邦内外につ

いても数多くの方式が示されているが,実地医家としては,診療施設の内容,人員の構成,検

査対象例の多寡により,それぞれ,どれを選んだらよいか,迷う点が多い。そこで数多くの施

設に共通した,きわめて重要な診療指針を作るべく,今日まで 3年間その検討を行った次第

である。 

 したがって,ここには胎児管理システムの最もすぐれたものを選択し,統一見界的なもの

を作るべく,努力した次第である。 


